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1872（明治５）年 学制 「小学教則」 教科書自由採択制 
1879（明治 12）年 教育令 教学聖旨 
1881（明治 14）年 小学校教則綱領 
1886（明治 19）年 小学校令 教科書検定制度実施  
1890（明治 23）年 教育勅語 
1891（明治 24）年 小学校教則大綱   
1900（明治 33）年 小学校令改正 
1902（明治 35）年 教科書疑獄事件 
1903（明治 36）年 小学校令改正 教科書国定制 
1904（明治 37）年 国定教科書使用開始（修身・読本・日本史・地理） 
1907（明治 40）年 義務教育４年制⇒６年制 
1941（昭和 16）年 国民学校発足 
1945（昭和 20）年 敗戦 文部省通達：軍事教材など不適切部分の削除 墨塗り教科書 
1950（昭和 25）年 検定教科書使用開始 





























































































24）年の小学校教則大綱では、高等小学校 1 年＝第 5 学年から郷土の史談から始める方針











1903（明治 36）年 文部省『国定教科書編纂趣意書』刊行 
第一期：『小学日本歴史』（一・二） 明治 36年 10月刊  
1904（明治 37）年～1909（明治 42）年 
第二期：『尋常小学日本歴史』（児童用巻一・二） 明治 42・43年刊、44年刊 
  1910（明治 43）年～1920（大正９）
年 
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第三期：『尋常小学国史』（上・下巻） 大正９・10年刊  
 1922（大正 11）年～1933（昭和８）年 
第四期：『尋常小学国史』（上・下巻） 昭和９・10年刊  
1934（昭和９）年～1939（昭和 14）年 
第五期：『小学国史』（尋常科用上・下巻） 昭和 15・16年刊  
1940（昭和 15）年～1942（昭和 17）年 
第六期：『初等科国史』（上・下） 昭和 18年刊  
1943（昭和 18）年～1945（昭和 20）年 
第七期：『くにのあゆみ』（上・下） 昭和 21年刊 
   1947（昭和 22）年～1947（昭和 22）年 




















































































いる方針をやめて、「サイタ サイタ サクラガ サイタ」という文章で始まる。国定教
科書としてははじめての色彩印刷であった。1940（昭和 16）年度から使用された国民学
校の教科書は「アカイ・アカイ読本」であるが、一年生と二年生の新しい「ヨミカタ」一












































◎第二期国定歴史書 1909（明治 42）年刊行 




◎第二期国定歴史書修正版 1911（明治 44）年刊行 

















































































ゆみ－教科書叙述の変遷に着目して－」（2011 年 7 月 9 日）の講演内容の一部を記したも
のである。群馬県立図書館、群馬県立文書館、前橋市総合教育プラザ教育資料館、群馬現
代史研究会の史料を用いたことを付記する。 
 
